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1　は　じ　め　に

密植速成機械収穫桑園は，若樹齢のうちからの早期収穫

ができ，太陽エネルギーの受光効率がよいところから，桑

柔の高位安定多収が期待され，バインダ式小型条桑刈取機

を用いての収穫作業も著しく高能率であるので，生産性を

飛躍的に向上できる技術として普及が推進されている○

岩手県の密櫓桑園は既設の普通桑園を改植して造成する

ものが多くなってきたが，桑園土壌の化学性が劣悪化して

いる事例も多く，また，古条挿木法による造成では，連作

障害が原因と思われる活着率の低下も問題である○そこで

改植時の土壌改良対策と古粂挿木の活着率向上をねらいと

して発根促進剤の効果を検討した。

2　試　験　方　法

川　改植時の土壌改良

供試圃場は，岩手県蚕試六原圃場で，19も2年春に従前か

ら栽培の普通植桑樹を抜根処理し，土壌改良資材として10

0当たり，粗砕石灰4書，苦土重焼燐120旬を全面散布し

深耕をかねてすき込み，ロークリ桝で整地を行い，エン麦

を栽培した。1983年には後述の緑肥区はエソ麦を連作して

すき込み，他の各区は古粂挿木あるいは代出原苗の育苗圃

として秋末まで供用した。なお圃場の桑園土壌型は，腐植

質火山灰土壌（101A型）である。

試験区は，1984年に廃粂区：育垂の条桑育廃条を前年秋

期から槙積した堆積物い施用，牛厩肥区：牛厩肥の堆積

物20日施用，豚糞区：豚糞の堆積物10f施札　緑肥区：

1982．■■83年にエン麦を栽培し土中すき込み施用，無施用：

有機質を施用しない，計5区を設けた。

密植桑園の造成は，桑品種剣持，あおばねずみ，しんけ

んもちを用い，有機質を深耕ロークリ耕ですき込んだ圃場

に，トリフルラリン拉剤4匂／100散布で抑草後，幅67・5

〝厚さ0．02鱒ポリフイルムで畦間1．0〝Iのマルチングを行

い，予め地温を高めた挿床へ株間距離25伽で，春の異常低

温のため平年より遅い‘月14日に挿木した。

施肥管理は，各区とも造成当年夏にN：20．0匂，P205

：10．7匂，K20：13．4匂／104を単肥配合で施用し，2

年目は年間施肥量30：16：20坤の70％量を春に粒状固形肥

料で，不足成分量は夏肥として単肥配合肥料で施用した。

収穫調査は，造成当年の9月27日に地際から60m残中間

伐採し，2年目の6月21日には枝粂基部伐採収穫をした。

ほ）古粂挿木の活着率向上

古粂挿木の発根促進効果は，あおばねずみ，しんけんも

ち，ゆきしのぎの調製した棟木を発根促進剤広一－ナフタリ

ン酢酸ナトリウム（NAAO，02g錠×5錠／ゼ），インドー

ル酪酸（lBAO．4％液×20扉／g），α－ナフチルアセ

トアミド（NADO．4％粉末×微量）に浸漬あるいは塗布

処理した。浸漬処理は所定濃度のNAA液，lBA液ある

いは対照の水に，穂木の基部4－5C桝を24時間浸漬し，N

DA粉末は挿木直前に種木下部切口へ塗抹処理を行った。

供試開場は，前述の六原圃場で緑肥区と同一処理で整備

し，ポリマルチや挿木及び圃場管理も準拠実施した。

収穫は造成当年の晩秋期に伸長のよい枝条は80珊部位で

摘消し，2年目春蚕期6月21日に枝条基部伐採収穫をした0

3　‥結果及び考察

日）改植時の土壌改良

普通桑園を改植して密植桑園を造成する際に，土壌の化

学性特に土壌酸度や有効燐酸及び微量要素などが，林地原

野等の開発地より更に劣悪化している事例が多く，また，

実生苗開場や接木苗伏込圃でみられる連作障害と同類の原

因と推定される，古条挿木などの活着率低下や初期生育の

不良が見受けられるところから，改植時の土壌改良を検討

した。土壌改良は普通植桑樹を抜根した圃場に，100当た

り施用量で粗砕石灰4f，苦土香焼燐120句を均一散布し，

深耕すき込みにより全層施用を行い，育苗圃として1年供

用後，各種有機質施用区を設け，古条挿木法で密植桑園を

達成し，土壌改良効果を活着率と桑収量でみた。

活着率は，品種別では剣持が優れ，次いでしんけんもち

であり，あおばねずみは低位にあるが，有機質施用区では

おおむね向上し，あおばねずみは豚糞，廃条，牛厩肥で，

しんけんもちは牛虎肥，豚糞区で向上がみられ，剣持は差
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表1　改植時の土壌改良と挿木活着率，桑収量

有 機 質 桑　 品　 種

造　　 成　　 年 2　　 年　　 目

活　 着　 率 最長 枚 条 長 対 10 8 粂 桑 量 対 1 株 集 散 対 10 8 粂桑 皇
（％） （（Ⅶ） （匂） （本 ） （匂 ）

廃　 粂　6 g
剣　　　　 持 9 3．0 1 2 7 5 9 0 2 ．5 1．23 3

あ お ば ねず み 67．0 1 2 1 4 53 1．4 1，6 3 3

しん け ん もち 8 7．0 1 2 7 4 8 9 1．3 1，4 86

牛 厩 肥

20 g

剣　　　　 持 94．5 1 6 4 91 7 2．7 1．3 5 4

あ お ば ねず み 6 5．0 1 3 4 6 4 9 1．1 1．9 0 1

しん けん もち 93．0 16 8 1，15 9 1．4 1，9 8 0

豚　 糞

10 才

剣　　　　 持 9 4．0 14 7 8 10 2．2 1，3 8 3

あ お ばねず み 68．0 12 5 6 2 3 1．2 1．8 2 7

しん けん もち 9 1．0 1 5 7 8 3 7 1．8 1，6 4 9

緑　 肥

2 年

剣　　　　 持 8 3．8 1 1 8 2 5 5 1．8 1，0 60

あ おば ね ずみ 5 5．0 12 0 2 2 7 1．3 1，6 7 6

しん けん もち 7 7．5 1 15 3 0 6 1．7 1，16 7

無　 施　 用

剣　　　　 持 9 1．0 9 7 3 1 0 2．5 9 9 8

あ おば ね ずみ 5 1．0 1 10 2 1 2 2．3 1．4 1 8

しん けん もち 8 0．0 10 7 2 46 1．7 1，0 2 2

注・密植桑園造成：1984年春，古粂挿木1．0〝－×0．25〝＝4．000本／1抽）
収穫調査：造成年は9月27日，地上60（職残中間伐採。2年目は6月21日基部伐採。

が少ない。なお緑肥区で活着率が低い原因は不明である。

改良当年晩秋期の収量は，有機質施用の各区で枝条長が

長く多収であり，牛厩肥＞豚糞＞廃条＞緑肥＞無施用の順

であった02年目春毎期収量は，有機質別で前年と同傾向，

品種別ではあおばねずみ，しんけんもちが多収であった。

（2）古粂挿木の活着率向上

桑の挿木発根性は，品種間差異が大きいことから発根促

進剤による活着率向上が試みられ，薬剤の種類と反応が彙

品種で異ることが知られている。ここでは寒冷地向桑品種

表2　古条挿木における発根促進剤の
効果 （対100本）

発 根
促 進 剤

桑 品 種
活 着 本 数 （本 ） 同 差

指 数＞ 60 甜 ＜ 6 0 （Ⅶ 計

N A A

あ お ば ね ず み 5 9 5 6 4 1 3 1

し ん け ん も ち 8 1 5 8 （〉 1 1 6

ゆ き し の ぎ 3 0 1 7 4 7 1 4 2

I B A

あ お ば ね ず み 5 6 5 6 1 1 2 4

し ん け ん も ち 8 6 5 9 1 1 2 3

ゆ き し の ぎ 4 7 1 6 6 3 1 9 1

N A D

あ お ば ね ず み 4 4 1 0 5 4 1 1 0

しん け ん も ち 6 8 6 7 4 1 0 0

ゆ き し の ぎ 8 8 1 6 4 8

木

（対 照 ）

あ お ば ね ず み 3 4 1 5 4 9 1 0 0

し ん け ん も ち 6 8 6 7 4 1 0 0

ゆ き　 し の ぎ 1 6 1 7 3 3 1 0 0

注．1984年，挿木本数各100本，栽植距離1．0桝×0．25
桝．圃場直挿。

蓑3　古粂挿木の発根促進剤使用と造成
2年目の桑収量 （対108）

発　 根
桑 品 種

株 当 た り

枝 集 散

収 穫

枝 条 長
条 重 量 新 梢 量

促 進 剤
（本 ） （（聯 ） （句 ） （匂 ）

N A A

あ お ば ね ず み 1 ．4 4 8 ．7 1 ，8 8 9 1 ．4 8 6

し ん け ん も ち 1 ．5 4 9 ．3 1 ，8 3 1 1 ，4 4 4

ゆ き し の ぎ 2 ．0 4 8 ．0 1 ．3 2 7 1 ，0 9 4

I B A

あ お ば ね ず み 1 ．9 5 2 ．0 1 ，9 3 6 1 ，5 0 5

し ん け ん も ち 1 ．0 5 8 ．0 1 ，7 5 0 1 ．4 0 3

ゆ き　 し の ぎ 1 ．6 4 4 ．0 1 ，4 3 8 1 ，1 1 0

N A D

あ お ば ね ず み 2 ．3 4 2 ．0 1 ，5 2 6 1 ，2 7 4

し ん け ん も ち 1 ．2 4 7 ．3 1 ．6 3 9 1 ．2 7 9

ゆ き　 し の ぎ 1 ，7 3 8 ．4 1 ，3 1 7 1 ，0 2 8

水

（対 照 ）

あ お ば ね ず み 1 ． 5 5 1 ．7 1 ，1 9 7 9 8 2

し ん け ん も ち 1 ．8 5 1 ．2 1 ．4 4 7 1 ．1 4 4

ゆ き　 し の ぎ 2 ．0 4 0 ．3 1 ．3 1 6 1 ，0 4 5

注．収穫調査：春蚕期の6月21日基部伐採。

あおばねずみ，しんけんもち，ゆきしのぎについて発根促

進剤の効果を検討した。

品種別の活着率は，しんけんもち＞あおばねずみ＞ゆき

しのぎであり，IBAはゆきしのぎ，しんけんもちの活着

を促進し・NAAはあおばねずみに対し効果が大きく，ま

たNADの効果は低かった。造成2年目春姦期収量は，発

根促進剤使用の各区で多収を示し，新柄量でIBA＞N

AA＞NAD＞水浸演の順であった。
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